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この度、昭和大学創立95周年記念式典・記念会が無事に成功裏に終わり安堵しておりま
す。まずは、ご参加、ご協力くださいました皆様に深く御礼申し上げます。
この記念式典・記念会の実施にあたっては、2022年5月に創立95・100周年記念準備
委員会を設置し、内容や構成等の検討を進めてまいりました。あわせて創立95周年記念誌、
創立95周年・創立 100周年記念ホームページ、創立 100周年記念ロゴマークの製作も検討
を進めてまいりました。
今回の記念式典・記念会は、学内関係者を対象として、5年後に迎える創立 100周年に
向けたスタートの会として開催いたしました。小口理事長による記念講演では、創立 100周
年、その先の 100年に向けた大学としての夢が語られ、皆様との夢の共有の場となったこと
を嬉しく思っております。また、今回は社会のデジタル化やSDGsの取組みに配慮した試み
として、創立95周年記念誌を、冊子やDVD形式での配布をやめ、WEB閲覧形式に変更し、
周知いたしました。
この様に、創立95周年を節目として、昭和大学は創立100周年、またその先の100年へ向け
て、新たな挑戦を続けてまいります。引き続き皆様方のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

創立100周年に向けた取り組み（記念事業）

昭和大学創立95周年記念式典・記念会を終えて

『昭和大学95年の歩み』の発行
創立90周年記念誌を踏襲し、本学における直

近5年のできごとをまとめました。
https://www.showa-u.ac.jp/about_us/history/95-100th/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

100周年記念WEBサイトの開設
創立 100周年の記念となる活動を多くの皆様へ発信するため、創

立 100周年記念WEBサイトを開設しました。

https://www.showa-u.ac.jp/100th/

100周年記念ロゴの制作
「今までの 100年とこれからの 100
年」をテーマとして、 100周年記念ロ
ゴを制作いたしました。
「星のシンボルマーク」は校章をモ
チーフにしており、本学に関係する方一人ひとりの輝きであり、未来
に灯す希望、 100年という時を刻んだ勲章でもあります。
また、「 100th」の文字の真ん中を通過する「未来を見据えた一本
矢印」は、至誠一貫や一致団結の漢字の「一」も意味しており、こ
れからの成長を表すため「星のマーク」を目指し進んでおります。

旗の台キャンパス整備事業
病院施設および大学施設の整備を
計画するものとなります。
まず、病院施設の整備として、各
附属病院の医療機能の強化を目的に、
昭和大学病院、昭和大学病院附属東
病院、昭和大学歯科病院、3病院の機能を統合させた、新たな病院
の建設を検討しております。
また、大学施設の整備では、旗の台校舎の建て替えのほか、昭和
大学病院附属東病院跡地やキャンパス周辺に所有する校地を活用し
た計画により、本学の中核を担う役割を継続していく予定です。

鷺沼キャンパス整備事業
旗の台キャンパスの校舎整備計画

の一環として行うもので、鷺沼校地を
「鷺沼キャンパス」として開設する計
画になります。
本計画は医学部、歯学部、薬学部の2、3年次と4年次の一部、

保健医療学部の2～4年次、助産学専攻科の学生2,000人が学ぶキ
ャンパスとして整備します。

藤が丘病院再整備事業
開院から48年経過した藤が丘病院

の再整備を目的とし、引き続き地域
の皆さまに安心して医療を受けてい

ただけるよう、機能更新を図ります。そして、横浜北部地域の中核的
な病院として、今後も高度急性期医療への対応や災害拠点病院とし
ての役割を担います。
また、本学は、2018年 10月に横浜市、東急株式会社と「駅前施
設・病院・公園」が一体となった新たなまちづくりに取り組むため、
まちづくり推進に関する協定を締結し、2023年3月にはまちづくりの
方針を示した「藤が丘駅前地区再整備基本計画（原案）」を公表い
たしました。
引き続き、病院建替えに必要とされる機能について検討を進めてま
いります。

富士吉田キャンパス整備事業
本学の大きな特徴である、「初年次
全寮制教育」を担う富士吉田キャンパ
スの施設設備の更新を進め、学習環
境・生活環境の充実を図るものとなり
ます。学習環境の向上として、新実習棟や新講義棟の建設を予定し
ております。また、生活環境の向上として、新寮の建設や食堂の改
修などを予定しております。
昭和大学の強味である「チーム医療」が芽生える初年次において、
質の高い教育を享受できる学習環境とチームの意識を強固にする生
活環境を学生たちに提供するべく、富士吉田キャンパスの整備を進
めてまいります。

歯科病院旗の台移転事業
『旗の台キャンパス整備事業』に係
る事業の一環であり、歯科病院の機
能を旗の台エリアに移転することで、
昭和大学病院・昭和大学病院附属東
病院の機能を統合した病院の設置を
計画しております。

保健医療学部 
新学科等設置・再編事業
リハビリテーション学科に、新たに
言語聴覚療法学専攻と視覚機能療法
学専攻の2専攻を加え、併せて医療
技術学科を新設し、診療放射線技術
学専攻、臨床工学専攻、歯科衛生学専攻の3専攻の開設を計画して
います。

横浜キャンパス 
看護専門学校設置事業
旗の台キャンパスに隣接する看護
専門学校を横浜キャンパスへ移転さ
せる事業となります。横浜キャンパス
の充実した教育環境により、患者の気持ちに寄り添い、社会に貢献
できる「至誠一貫」を体現する優れた医療人を育成してまいります。

創立95・100周年記念準備委員会委員長

小川  良雄
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不自由体験実習

救急法実習

施設実習 学部別実習

病院実習
心肺蘇生法実習

Student Life

10月、約3週間にわたり、学部混合のグループ学習「初年次体験実習」が行われた。
施設実習や病院実習など他学部生とのグループワークを通して、
早期からチーム医療マインドと幅広い視野を養うことを
目的としたカリキュラムとなっている。
「初年次体験実習」を終えた学生たちに振り返りや今後の展望を聞いた。

不自由体験実習では、視界が狭くぼやけたゴーグルや重りを四
肢に装着するなどして高齢者特有の体の不自由さを体験したり、高齢者
の介助者側を体験したりする実習を行いました。それにより、高齢者がスト
レスを感じにくく、安心してもらえる介助の仕方を学ぶことができました。ま
た、言葉で伝えるのではなく、指で進行方向を示すなど身体を使って表現
した方がわかりやすいことに体験を通して気づくことができました。
不自由体験実習で患者さんと同じ目線に立つことで、私たちが将来医療

人になった際に、治療方針や接し方を考え直すことのできる良いきっかけ
になったのではないかと思います。

救急法実習は、意識はあるが怪我をしているなどの理由から倒れている
人を救助するための実習です。山梨赤十字病院の方のご指導のもと、意識
のある傷病者を発見した時の救助者がすべき一連の流れ、怪我をした部位
ごとの三角巾の巻き方や使い方、傷病者を搬送する方法を教えていただき
ました。大学入学後、心肺蘇生法などで意識のない方の救助方法は複数回
学んだことがありましたが、意識がある傷病者の救助方法を実践的に学ぶ
のは初めてでした。この実習で、適切な声かけをすること、緊急時に医療
を学ぶ者としてどのような行動をすれば良いのかを学ぶことができました。

実習での学びを
活かせる医療人へ 三角巾の凄さを知った

救急法実習

コミュニケーションの
重要性を学んだ施設実習

初めての病院実習

将来像の視認
人命救助の 
技術と勇気

昭和大学藤が丘病院での実習では、薬剤部・内視鏡・救急
救命センター・臨床工学室・臨床検査室を見学しました。臨床
工学室は医療器械を操作及び保守点検をすることで、臨床検査

室では血液を調べたり超音波等を駆使したりすることで医療を支え
ていました。机に向かって勉強をするだけでは得ることができない「現場の
知識」というものも見学することができました。実際の医療現場での雰囲気
や内視鏡で見た連続の消化管内などは、教科書を読むだけでは得ることの
できない貴重な体験で、今後の学修においてのモチベーションを高めるも
のでした。数年後には自分が医療現場に足を置き、立っているのだという
自覚を持ち、将来を見つめながら勉強していきたいと思います。

心肺蘇生法実習では、大きく分けて救命処置と気道異物の除去の
二つを学び、訓練用の人形を使って実践しました。救命処置では、胸
骨圧迫と人工呼吸による心肺蘇生、AEDの使用について学び、訓練用の
人形が記録し印刷したグラフデータを見ながら何回も繰り返し練習すること
で、より正確に心肺蘇生ができるようになりました。
これらのことを経験して感じたのは、人命救助の難しさです。実際に救
助が必要な場面に直面したとき、救命に勇気を出して参加し、正確な技術
を発揮できるよう、今回学んだことを忘れずに常日頃の意識から変えていく
必要があることを感じました。

今回、私は富士吉田キャンパス周辺にある有料老人ホームを訪問しました。
実習では、利用者の方の排泄介助を行っているところを見学させていただいた
り、手引き歩行や車いす介助を体験させていただいたりと、実際の現場で多くのこ
とを学ぶことができました。中でも、私が一番学んだことはコミュニケーションです。
初めは、利用者さんとの会話で話題を探すことに苦戦しました。しかし、自ら進んで、
明るくコミュニケーションをとることが重要だと気づくことができました。今回の経験
を活かし、患者さんと信頼関係を築ける、よき医療人になりたいと思いました。

私は今回の学部別実習で昭和大学藤が丘病院に行きました。実習では病棟看護
師に同行し、どのようなことに気をつけ看護援助が行われているかを見学しました。
その中で私は、看護援助が常に安全・安楽を考えて行われていることを実感し、中
でも転倒リスクのある患者さんにセンサーを設置して安全を確保したり、ベッドの
位置を移動させて患者さんの安全を確保したりしていることが印象に残りました。
初めての学部実習は、患者さんのニーズや看護援助、看護師同士の連携な

どを知るとても良い機会になりました。今回の学びを活かし、これからも勉学
に励んでいきたいです。

学生寄稿 初年次体験実習報告

 ｢“リアル”を体験し 
 私が得た学び｣

保健医療学部 
リハビリテーション学科  

作業療法学専攻
金田梨花 歯学部

白石彩奈

薬学部
山口美咲

医学部
奥田和樹

保健医療学部 
リハビリテーション学科 

理学療法学専攻
齊藤里佳

保健医療学部 
看護学科
牛尼萌那
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科学研究費助成事業採択課題一覧
令和5年度

令和5年度の科学研究費助成事業の交付は全体で325件が採択され、総計で3億7,763万円が交付される。
各所属の採択件数・交付額は以下の通り。

今号では、保健医療学部と富士吉田教育部、研究所・法人の一覧、そして6/ 1以降採択分を掲載する。 ※所属・役職は令和5年5月交付時点

■医学部： 136件　 1億7,025万円 ■歯学部：89件　9,490万円 ■薬学部：40件　4,694万円
■保健医療学部：32件　2,740万円 ■富士吉田教育部：4件　250万円 ■研究所等：24件　3,563万円

研究種目 所属／部門 職名 研究者名 内定額（円） 研究課題名

基盤研究（C）

看護学

教授 三村 洋美 100,000 高齢者のEOLケア基盤に関する研究-プロセスマップ策定と看護教育プロ
グラム構築-

教授 田中 晶子 2,000,000 急性期意識障害患者の意識回復に効果のある快適刺激基準の開発
教授 渡邊 知映 1,800,000 若年女性がん患者の性・生殖に関するICTを活用した支援プログラムの開発

教授 富田 真佐子 800,000 オンライン診療と看護を組み合わせた炎症性腸疾患患者に対するセルフケ
ア支援の構築

教授（員外） 鈴木 浩子 1,700,000 デジタルコンテンツを用いた育児中の母親のメンタルヘルスケア支援プロ
グラムの開発

准教授 川村 晴美 900,000 急性期病院で認知症高齢者をケアする看護師への認知症ケアサポートプロ
グラムの開発

准教授 村田 加奈子 400,000 退院前から退院直後の移行期を支える効果的な訪問看護モデルの構築
准教授 大木 友美 500,000 遠隔集中治療における患者回復アウトカムへつながる看護ケアモデルの構築

准教授 和智 志げみ 100,000 熟達助産師のケア技術の伝承に向けた研究ー産後2週間健診のケアモデ
ル検討ー

講師 井出 由美 1,100,000 NICUの新人看護師を対象とした教育支援プログラムの普及と実用化研究

講師 柴田 由美 1,100,000 口腔機能障害患者のフレイル、介護予防に関する研究　ー新たな早期支援
策の開発ー

講師 中村 綾子 100,000 実習指導者講習を修了した看護師を対象とした院内教育プログラムの開発
講師 中澤 沙織 400,000 新卒看護師の職務定着に向けた職務満足とバーンアウトの因果モデルの開発

講師 本間 織重 1,100,000 感染症パンデミックに耐えうるがん看護システム構築のための有害事象評
価シートの開発

リハビリテーション学

准教授 上條 史子 3,100,000 片麻痺者の体幹機能評価の策定　-日常生活動作向上に向けて-

准教授 増山 英理子 700,000 脳損傷者における視知覚と自律神経機能評価による情動反応の可視化

准教授 池田 崇 700,000 心臓リハ患者に対するβヒドロキシβメチル酪酸カルシウムを併用した運動
療法の効果

講師 大塚 裕之 2,400,000 片麻痺患者の上肢共同運動の解明とニューロリハビリテーションの開発

講師 来住野 麻美 900,000 バレエにおける下肢関節痛の発症メカニズム解明にむけた関節接触圧モデ
ル作成

教育学 講師 吉川 輝 600,000 脳損傷後の運動機能の回復を目指す運動療法の作用機序の解明

助産学専攻科 准教授 中山 香映 1,000,000 母子健康手帳アプリ防災メニューを活用した公民連携防災教育プログラム
の有効性の検討

若手研究

看護学

教授 大崎 千恵子 300,000 「報告・相談」技術向上を目指した、看護学生向けSBARツールプログラムの
開発

講師 犬塚 真由子 400,000 対側リスク低減乳房切除術を受けた遺伝性乳癌卵巣癌症候群女性のQOL
調査

講師 市村 菜奈 100,000 音楽に合わせた手指運動が脳血流や入院患者の認知機能へ与える影響の
解明

講師 平塚 克洋 400,000 小児医療に留まる思春期・青年期慢性疾患患者の成人移行のための看護ケ
ア指針の考案

講師 鈴木 洋子 800,000 COVID-19後のリアリティショック－卒後2年目までの看護師に着目－

リハビリテーション学
准教授 的場 匡亮 200,000 医療機関と患者との価値共創に関する研究

准教授 田代 尚範 2,200,000 人工呼吸器離脱の意思決定における横隔膜機能評価の臨床的有効性に関
する研究

保健医療学部

研究種目 所属／部門 職名 研究者名 内定額（円） 研究課題名

若手研究 リハビリテーション学

准教授 渡部 喬之 100,000 トイレ動作自立判定のためのdual task評価システムの開発

講師 根本 慎司 700,000 心不全患者の下肢筋酸素利用能の改善に最適な骨格筋トレーニング方法の
確立

講師 青木 啓一郎 500,000 ミラーセラピーと電気刺激の併用療法による脳卒中上肢リハの新規ストラテ
ジーの開発

講師 鈴木 貞興 200,000 骨盤並進運動を指標とした体幹機能評価法の構築

※：研究開始年度に全額入金有り

富士吉田教育部

研究所・法人
研究種目 所属／部門 職名 研究者名 内定額（円） 研究課題名

基盤研究（B） 臨床薬理研究所／臨床腫瘍
診断学 教授 和田 聡 4,100,000 高密度レクチンアレイを用いた腫瘍抗原における糖鎖構造の解明

基盤研究（C）

先端がん治療研究所

教授（員外） 鶴谷 純司 1,200,000 難治性腫瘍形成における葉酸受容体発現の機序と役割解明
准教授 伊藤 寛晃 1,900,000 ラマン分光法を応用した食道・胃・大腸がん包括的診療システムの確立
准教授 今村 知世 2,800,000 腫瘍に発現する抗原/受容体を標的とする抗体製剤のPK規定因子の探索
助教 長谷部 友紀 1,200,000 非小細胞性肺癌における末梢血循環癌細胞（CTC）新規同定法の開発

臨床薬理研究所／臨床免疫
腫瘍学

教授 吉村 清 1,000,000 免疫老化スコア化システムを用いた食道癌薬物療法の有効性予測
教授（員外） 倉増 敦朗 1,300,000 免疫チェックポイント阻害薬の抗腫瘍作用に対する抗ヒスタミン薬の増強効果

臨床薬理研究所／臨床腫瘍
診断学 講師 家口 勝昭 800,000 がん微小環境におけるEphA2/ephrin-A1を介した免疫回避の分子機構

発達障害医療研究所 准教授 太田 晴久 1,400,000 ADHDに伴う感覚過敏の脳神経基盤の解明と治療可能性の検討
富士山麓自然・生物研究所 講師 柿嶋 聡 1,400,000 送粉者誘引メカニズムの進化の視点から探るマムシグサ節の種の実体解明

国際交流センター 講師 マイヤース
マイケル 800,000 Study abroad and improved physician empathy in medical 

students

統括研究推進センター 教授（員外） 井上 永介 700,000 腸内細菌叢による免疫チェックポイント阻害薬の効果予測モデルの開発とパ
ッケージ構築

保健管理センター 講師 源川 奈央子 1,100,000 ケニア共和国における生活習慣改善支援プログラムの構築

歯学部口腔病態診断科学講
座／歯科放射線医学部門 特任教授 荒木 和之 2,200,000 敵対的生成ネットワークと説明可能AIの組合せによるパノラマX線画像の自

動診断の検討
昭和大学横浜市北部病院／
消化器センター 特任教授 工藤 進英 600,000 陥凹型早期癌のオルガノイドを用いた大腸癌浸潤・転移の再現と機序解明

挑戦的研究
（萌芽）

発達障害医療研究所 講師 沖村 宰 2,500,000 精神障害患者の会話コーパス構築と発話特徴に基づいた診断支援AIの開発
臨床薬理研究所／臨床腫瘍
診断学 教授 和田 聡 1,300,000 免疫チェックポイント分子の糖鎖構造の解析及び個別化治療への挑戦

若手研究

先端がん治療研究所 講師 酒井 瞳 1,200,000 HER2陰性乳癌脳転移・髄膜播種の薬物療法開発にむけた髄液ctDNA検
査の研究

臨床薬理研究所
講師 山本 明和 3,000,000 3次元OCT画像を基軸としたAIによる急性心筋梗塞病因診断の確立

兼任講師 木村 篤史 1,500,000 チアミンによるアルツハイマー病の予防・進行抑制機序の多面的解明：基礎
から臨床へ

臨床薬理研究所／臨床腫瘍
診断学 講師 清水 峻志 1,637,327 遺伝性肺動脈性肺高血圧症の新規治療薬の開発

発達障害医療研究所
兼任講師 山田 貴志 1,100,000 自閉スペクトラム症の学習過程の解明：視知覚学習による検討
兼任講師 青木 悠太 900,000 発達障害の超診断的・生物学的サブタイピング

国際共同研究
加速基金
（国際共同
研究強化（A））

発達障害医療研究所 兼任講師 山田 貴志 ※　0 自閉スペクトラム症の睡眠中における学習過程の解明

研究種目 所属／部門 職名 研究者名 内定額（円） 研究課題名

基盤研究（C） 富士吉田教育部

教授 高橋 留美 700,000 トピックモデルを適用した歯学系専門語彙集の作成
教授（員外） 宮本 洋一 1,000,000 歯周病の病態形成における活性イオウ分子種の機能解明

教授（員外） 山本 雅人 300,000 赤外光による緑膿菌とアシネトバクター・バウマニの周辺空気からの非接触
検出

若手研究 富士吉田教育部 講師 大澤 恵里 500,000 残響下の時間長知覚に対する残響曝露の効果
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研究種目 学部／所属／部門 職名 研究者名 内定額（円） 研究課題名

研究活動
スタート支援

■ 医学部／産婦人科学 助教 朝見 友香 1,100,000 ゲノム異常を用いた子宮体癌のリンパ節転移を術前に予測する機械学習モ
デルの構築

■ 歯学部／歯科矯正学

助教（歯科） 河合 良太 1,100,000 超硫黄分子による変形性膝関節症治療候補薬の開発基盤の構築
助教（歯科） 森川 金汰 1,100,000 新たな3次元6自由度下顎運動測定方法の開発
助教（歯科） 小山 栞 1,100,000 除脳灌流標本を用いた嚥下中枢パターン発生器の光学的解析
助教（歯科） 高橋 侑嗣 1,100,000 歯周組織再生を目的としたヒトiPS細胞由来歯根膜細胞の誘導法の確立

■  歯学部／全身管理歯科学
／障害者歯科学部門 助教（歯科） 佐藤 ゆり絵 1,100,000 食事中の脂質とコレステロールが硬組織に与える影響の解明

■  薬学部／基礎医療薬学／
生理学部門 助教 中野 僚太 900,000 中枢神経系用薬の精子DNAメチル化変化を介した次世代の発達への影響

の解明
■  研究所・法人／発達障害
医療研究所 助教 直江 大河 1,100,000 成人自閉スペクトラム症者の語用論的特徴の多様性とその神経基盤の解明

6月以降採択者

総合型選抜入試・学校推薦型選抜入試・
卒業生推薦入試・編入学試験結果

令和6年度総合型選抜入試、学校推薦型選抜入試、卒業生推薦入
試、編入学試験を旗の台キャンパスで実施し、合格者が決定した。
詳細は表のとおり。

総合型選抜入試結果
学部 試験日 募集人員 志願者数 合格者数

歯学部 1次：書類審査
2次：10月28日 10 37 10

薬学部

1次：10月8日 
2次：10月28日

20 46 20

保
健
医
療
学
部

看護学科 7 56 7
リハビリテーション学科
理学療法学専攻 8 19 8

リハビリテーション学科
作業療法学専攻 8 6 5

学校推薦型選抜入試・卒業生推薦入試・編入学試験結果
学部 試験区分 試験日 募集人員 志願者数 合格者数

医学部
学校推薦型

1 1
月
25
日

2（※ 1） 1 1

卒業生推薦 7 56 7

歯学部

学校推薦型 27（※2） 28 25

卒業生推薦 7 13 8

編入学 若干名 14 5

薬学部
学校推薦型 46（※2） 51 31

卒業生推薦 10 10 4

保
健
医
療
学
部

看護学科

学校推薦型 37（※3） 53 36

卒業生推薦 3 4 3

編入学 10 14 9

リハビリテーション学科
理学療法学専攻

学校推薦型 9（※3） 13 9

卒業生推薦 1 0 -

リハビリテーション学科
作業療法学専攻

学校推薦型 6（※3） 2 2

卒業生推薦 1 0 -

※ 1  特別協定校のみ　※2 特別協定校・指定校を含む　※3 特別協定校を含む

２０２４年度医学部附属看護専門学校
入学試験（推薦・学士選抜）結果

大学院保健医療学研究科
令和６年度春季入学試験結果

医学部附属看護専門学校2024年度推薦（公募）入学試験、推薦
（指定校）入学試験、学士・短大学士選抜入学試験を1 1月3日、
同校で実施した。当日は学力試験と面接試験を行い、1 1月6日に
合格者計88名が発表された。一般選抜入学試験は 1月8日に実
施、10日に合格発表を行った。詳細は次回2‐3月号に掲載。

試験区分 試験日 募集人員 志願者数 合格者数

医学部附属
看護専門学校

推薦
1 1月3日

約70名 85名 73名

学士 約 15名 20名 15名

研究科 試験区分 日程 募集人員 志願者数 合格者数

保健医療学
研究科

博士前期課程 春季
1 1月 1 1日

20名 18名 15名

博士後期課程 春季 6名 5名 4名

合計 26名 23名 19名

【令和5年度 永年勤続表彰者】

35年表彰者（37名） ※敬称略

木内 祐二 医学部 薬理学講座医科薬理学部門
永田 和弘 薬学部 基礎薬学講座医薬化学部門
田中 克巳 薬学部 病院薬剤学講座
福地本 晴美 保健医療学部 看護学科
石田 秀樹 保健医療学部 看護学科
崔 昌五 保健医療学部 保健医療学教育学
千葉 雅浩 富士吉田教育部 学生寮
奧脇 義敦 富士吉田教育部 栄養科
大矢 敦 旗の台校舎 人事部
松倉 健友 旗の台校舎 人事部付（出向）
大林 真由美 旗の台校舎 財務部病院経理課
大森 章弘 旗の台校舎 施設部
八木澤 七重 旗の台校舎 学士会
井上 信之 旗の台校舎 学事部入学支援課
中村 武彦 旗の台校舎 学事部看護専門学校事務課
羽田 貴子 旗の台校舎 図書館
中嶌 理香 医学部附属看護専門学校 教員室
川野 留美子 昭和大学病院 看護部
馬西 嘉美 昭和大学病院 看護部
中村 揚介 昭和大学病院 臨床病理検査室臨床検査部門輸血検査室
伊藤 克佳 昭和大学病院 臨床工学室
東 香里 昭和大学病院 管理課
内田 強 昭和大学病院附属東病院 医療技術室
佐々木 春明 昭和大学藤が丘病院 外科系診療センター泌尿器科
城所 扶美子 昭和大学藤が丘病院 看護部
藤田 みどり 昭和大学藤が丘病院 看護部

中村 久子 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 
臨床病理検査室臨床検査部門臨床検査室

小川 秀樹 昭和大学横浜市北部病院 事務部
脇坂 美穂 昭和大学横浜市北部病院 医事外来課
小笠原 京子 昭和大学横浜市北部病院 看護部

辻脇 泉 昭和大学横浜市北部病院 
臨床病理検査室臨床検査部門生理検査室

堤 博志 昭和大学横浜市北部病院 臨床工学室
日比野 文代 昭和大学江東豊洲病院 看護部
伊宝田 さとみ 昭和大学附属烏山病院 看護部
真島 康子 昭和大学附属烏山病院 看護部
野澤 ゆり子 昭和大学歯科病院 美容歯科
河合 優子 昭和大学歯科病院 看護部

本学で永きにわたり職務に精励し、本学の発展に貢献した職員を表彰する永年勤続者表彰により218名の職員が表彰された。

永 年 勤 続 者 表 彰
令和5年度の表彰者は勤続35年37名、勤続25年58名、勤続 15年 123名。

令和5年度

25年表彰者（58名） ※敬称略

宇髙 結子 医学部 薬理学講座医科薬理学部門
八木原 有紀 医学部 衛生学公衆衛生学講座
野中 直子 歯学部 口腔解剖学講座
髙見 正道 歯学部 歯科薬理学講座
齊藤 清美 薬学部 基礎医療薬学講座薬剤学部門
阿部 誠治 薬学部 病院薬剤学講座
田中 広紀 薬学部 病院薬剤学講座
藤原 久登 薬学部 病院薬剤学講座
近藤 雅人 富士吉田教育部
大串 太一 旗の台校舎 動物実験施設
岡崎 直人 旗の台校舎 総務部総合情報管理課

石塚 美雪 長津田校舎 学事部長津田校舎事務課
笠間 恵 昭和大学病院 看護部
新村 裕美子 昭和大学病院 看護部
園生 容子 昭和大学病院 看護部
竹田 由利子 昭和大学病院 看護部
諸戸 安惠 昭和大学病院 看護部
比嘉 直子 昭和大学病院 看護部
佐香 ゆきえ 昭和大学病院 看護部
大内 久美子 昭和大学病院 看護部
與那覇 香苗 昭和大学病院 看護部
狩野 充治 昭和大学病院 臨床病理検査室臨床検査部門病理検査室
平田 葉子 昭和大学病院附属東病院 看護部
橋詰 美咲 昭和大学病院附属東病院 看護部
米田 清美 昭和大学病院附属東病院 看護部
小野寺 美弥 昭和大学病院附属東病院 看護部
田島 由起子 昭和大学病院附属東病院 医療技術室
八木 治身 昭和大学病院附属東病院 医療技術室
桑澤 実希 昭和大学藤が丘病院 病院歯科
村木 美紀 昭和大学藤が丘病院 看護部
鈴木 洋子 昭和大学藤が丘病院 看護部
寺澤 知子 昭和大学藤が丘病院 看護部

本庄 茂登子 昭和大学藤が丘病院 
臨床病理検査室臨床検査部門生理検査室

大下 里沙 昭和大学藤が丘病院 
臨床病理検査室臨床検査部門生理検査室

川手 信行 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 
リハビリテーション科

大髙 浩美 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 看護部
高橋 智子 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 看護部
小松 千絵 昭和大学横浜市北部病院 薬剤部
小泉 史子 昭和大学横浜市北部病院 薬剤部
堀内 淳子 昭和大学横浜市北部病院 看護部

青木 宏美 昭和大学横浜市北部病院 
臨床病理検査室臨床検査部門生理検査室

荒嶋 知世子 昭和大学横浜市北部病院 
臨床病理検査室臨床検査部門生理検査室

佐々木 かよ子 昭和大学横浜市北部病院 
臨床病理検査室臨床検査部門輸血検査室

出町 昌子 昭和大学横浜市北部病院 医療技術室
鎌田 栄子 昭和大学横浜市北部病院 医療技術室
伊藤 敬義 昭和大学江東豊洲病院 消化器センター消化器内科
丹野 郁 昭和大学江東豊洲病院 循環器センター循環器内科
大槻 克文 昭和大学江東豊洲病院 周産期センター産科
長谷川 美奈子 昭和大学江東豊洲病院 看護部
村山 美和 昭和大学江東豊洲病院 看護部
平塚 京子 昭和大学江東豊洲病院 看護部
稲場 志帆 昭和大学江東豊洲病院 看護部

屋代 薫 昭和大学江東豊洲病院 
臨床病理検査室臨床検査部門生理検査室

榎本 享子 昭和大学附属烏山病院 看護部
高橋 麗子 昭和大学附属烏山病院 看護部
木庭 新治 昭和大学歯科病院内科クリニック 内科
滝口 尚 昭和大学歯科病院 歯周病科
飯田 祐子 昭和大学歯科病院 事務課










